
題名 作者 コメント コメコメ 

死神の精度 
（文芸春秋） 

伊坂幸太郎 

死ぬ運命の人間に近づき、死の最終的な判断をし見

届けるまでが仕事の死神「千葉」。「千葉」が関わる

６人の生き死にを姿を変えて近づき見つめる。人間

の日常にあまり詳しくない死神のはずれた会話を

読むと、この人は笑いのセンスがある人なんだろう

なって思う。最後の章が、それまでの登場人物の未

来になっているところが好き。 

シュクコちゃ

んが紹介して

くれた作家さ

ん。いつも新し

い風をありが

とう。私は嬉し

い。 

魔王 
（講談社） 

〃 

この話でも「千葉」が接近してくるが、軽く読めた

『死神』とは違い、大きなものに流される人たちの

波を食い止めようとする不思議な力を持ってしま

った兄と、兄の死後意志を継ぐ弟。話のポイントに

なっている宮沢賢治の詩の激しさは意外だった。 

弟クンが苦手

なごきぶりの

ことを「せせら

ぎ」って呼ぶの

が可愛い。 

重力ピエロ 
（新潮社） 

〃 

連続放火事件の現場に残された謎のグラフィティ

アート。無意味な言葉の羅列に見える英語から隠さ

れたメッセージをさぐる兄弟とその父親。悲惨な出

来事に負けなかった家族の暮らしを思い出しなが

ら３人は同じところに向かう。ヒーローのお父さん

に浜省の『Ｉ am ａ father』を贈ります。 

３冊続けて読

んだ伊坂幸太

郎の中では『死

神』が一番好

き。 

北緯 
四十三度の

神話 
（文芸春秋） 

浅倉卓弥 

今度は姉妹の再生の物語。『四日間の奇蹟』と同じ

に、事故がひとつぽんとあってそれ以降は激しい感

情も静かに書かれている。『四日間』は好きだけど、

これは残念ながら面白くなかった。ご存知かもしれ

ないが私にも姉がいる。この話の姉妹みたいに同じ

人を好きになる事はぜーっったいにないから、その

辺の問題は我が姉妹では起きないのがつまんない。 

姉とは年が離

れていて、姉の

結婚も早かっ

たから私がオ

トナになった

ときに一緒に

遊ぶ時間がな

かったのが惜

しまれる。 

I LOVE 
YOU 

（祥伝社） 
 

伊坂幸太郎、石田衣良、市川拓司、中田永一、中村

航の今をときめく若手（多分）の６人が紡ぐ恋愛ア

ンソロジー。どれも透明感がある話で、印象に残り

にくい。 

青春の恋愛っ

てこんなに綺

麗だったっ

け？ 

その日の 
まえに 

（文芸春秋） 
重松清 

これもシュクコちゃんが貸してくれた。直木賞受賞

作家として名前は知ってたけど、読むとは思ってな

かった。本の帯に『涙！涙！！涙！！！今年のベス

ト１』という松田哲夫の言葉が。松田哲夫は以前雫

井脩介のことを誉めていたからちょっと信頼して

たし、泣ける本というので読むのが楽しみだった。

でもちょっと「！」の多さに胡散臭さを感じ、泣か

せようって手法に醒めてしまうかなって思いもあ

『死神の精度』

のようにこれ

も７編目の話

にそれまで闘

病していた人

が少しずつ関

わりを持ちそ

の後の消息が

わかる。 

００４ ＴＩＣＡ 



った。で、どうだったかというと、泣いた。母と暮

らす高校生の男の子の話に泣いた。最後の話でまた

その高校生が出てくるとこで泣いた。将来家を出る

ことはあっても親が死んで一人取り残されるなん

て思いもしない高校生の息子。優しい言葉をかける

には繊細すぎて乱暴な言葉遣いで思いやる。お母さ

んは解かっているからそれでいいんだけどね。 

セリヌン 
ティウスの

舟 
（光文社） 

石持浅海 

九死に一生を得て連帯感を持ったダイバーたちの

一人が自殺をした。残りの仲間との関係をメロスと

セリヌンティウスに準えてその原因を推理してい

く。本屋さんを何箇所か周ってもこの人の代表作は

売り切れだったから仕方なくこれを買って読み始

めたら探していた本を見つけたけど、それも無駄だ

ったかと思えてしまった本。 

仲間のおうち

で自殺しちゃ

うってのはい

くら信頼して

る仲間同士で

も迷惑以外の

なにものでも

ないと思う。

扉は 
閉ざされた

まま 
（祥伝社） 

〃 

友人が集まった豪邸で行われた密室殺人。扉を壊す

事が出来ないと言う設定と、最後の展開に意外性は

あったけど、肝心な動機が弱すぎる。こんなんで殺

しちゃうかぁ？ 

今度は友人所

有のホテルで

殺人を犯しち

ゃう。だから

さ、迷惑だっつ

ーの！ 

砂漠の薔薇 
（幻冬舎） 

新藤冬樹 

何年か前に国立の幼稚園入園の際に起こった『お受

験殺人』をモチーフに、殺してしまった母親の子供

時代を絡ませる。小さい頃から同じ学校で過ごした

母親同士には上下関係があり、それがそのまま子供

にもつながっていく。 
前時代的な母親関係じゃないかって思ってしまう

のは自分があまりにも違うタイプだからか、作者が

男だからか。鬱陶しい人間関係の鬱陶しい話、と身

も蓋もない言葉を吐きつつ斜め読みしちゃった。 

以前住んでい

た所は公立よ

り私立の小学

校の方が近い

という環境も

あって、小学校

受験が花盛り

だった。でもう

ちは子供より

親が小学校受

験に向いてな

かったもんね。

パーフェクト 

プラン 
（宝島社） 

 

柳原慧 

 『四日間の奇蹟』についで第二回の『このミス』

大賞受賞作。読んでいて作者は男だと思っていた。

“身代金ゼロ、せしめる金は 5 億円、誰も傷つけな

い誘拐ミステリー”。幼児虐待、オンライントレー

ド、ES 細胞、美容整形、代理母、ハッキング・・

現代のキイワードがこれでもかと詰め込んであっ

て窮屈。代理母や、誘拐の首謀者の親子関係など心

情的な話が中心になっていた方が好み。最初から登

場していた犯人ではあるけれど、その存在も逮捕の

道筋にも唐突感がある。 

 
ベルフェゴー

ル、エニグマ、

サヴァン症候

群など聞き慣

れない言葉が

山盛り。トムク

ルーズが、文字

を覚えたり書

いたりするこ

とに障害が出

るディレキシ

アっていうの

にはびっくり。

  
 



 


